
「スリムシティさっぽろ計画」の改定について「スリムシティさっぽろ計画」の改定について「スリムシティさっぽろ計画」の改定について「スリムシティさっぽろ計画」の改定について 答申（平成答申（平成答申（平成答申（平成25252525年７月年７月年７月年７月16161616日）の概要日）の概要日）の概要日）の概要 ～札幌市廃棄物減量等推進審議会（第７期）～～札幌市廃棄物減量等推進審議会（第７期）～～札幌市廃棄物減量等推進審議会（第７期）～～札幌市廃棄物減量等推進審議会（第７期）～

Ⅰ　「スリムシティさっぽろ計画」についてⅠ　「スリムシティさっぽろ計画」についてⅠ　「スリムシティさっぽろ計画」についてⅠ　「スリムシティさっぽろ計画」について

法的根拠（廃棄物処理法により市町村に策定が義務づけ）、
目標 ○中間目標(H22) ◎最終目標(H29) H23実績 達成

市の関連計画との関係性を整理 廃棄ごみ量（全体） 20％以上減量 30％以上減量 40.3％の減量 ◎

基本目標、基本方針、数量目標、施策の体系を整理 家庭からの廃棄ごみ量（１人１日当たり） 500g以下 400g以下 412g ○

ごみ量管理目標の達成状況 右表のとおり リサイクル率 25％以上 30％以上 27.3% ○

今後重点的に取り組むべき施策は、「発生・排出抑制の推進」
焼却ごみ量 16万ｔ以上減量 24万ｔ以上減量 26.5万ｔの減量 ◎

と「生ごみの多様な資源化手法の検討」との評価結果 埋立処分量 20％以上減量 30％以上減量 55.3％の減量 ◎

計画の体系

計画の位置づけ

計画の進ちょく状況

第６期審議会からの現計画の評価

①前期審議会からの評価を踏まえた見直し

「発生・排出抑制の推進」「生ごみ減量・資源化の推進」

②ごみ量管理目標の達成に伴う見直し

参 考 ： 計画改定の必要性

Ⅱ　改定計画の方向性Ⅱ　改定計画の方向性Ⅱ　改定計画の方向性Ⅱ　改定計画の方向性

計画改定の

背景・考え方

体系 区分

基本目標 継続

基本方針 継続

計画の方向性

 基本目標（「環境低負荷型資源循環社会（都市）の実現」）は、そのまま踏襲

 基本方針（市の取組の策定に当たっては、「環境・経済・社会」の視点を考慮）は、そのまま踏襲

　 「新ごみルール」の導入以降、市民一人ひとりの取組の結実により、札幌市の廃棄ごみ量の少なさは、政令市の中でもトップレベルとなった

が、次なるごみ減量・リサイクルのステージへと踏み出すためにも、より高い目標の設定や施策の充実・強化を図る必要がある。

参考資料参考資料参考資料参考資料

前回は一部改定のため記載

「廃棄ごみ量全体」「焼却ごみ量」「埋立処分量」の目標達成

③現計画の進行管理からの見直し

具体的施策については、３～５年をめどに見直し

④国が示す方針からの見直し

諸条件に大きな変動があった場合は見直すことが適当

基本方針 継続

見直し

継続

 ・市民力を生かしたごみ減量効果の持続と推進

 ・限られた財政状況の中で最大限の効果が発揮できるよう“施策の選択と集中”が必要

ⅣⅣⅣⅣへへへへ

 未達成の「廃棄ごみ量（１人１日当たり）」「リサイクル率」の目標値は踏襲

ⅢⅢⅢⅢへへへへ施策

継続

新規

数量目標

見直し

 東日本大震災の影響や今後予測される人口減などの社会情勢の変化等を考慮

 「発生・排出抑制」「生ごみ減量・資源化」の更なる促進に向けた取組の強化・充実

 市民のごみ減量行動実践のモチベーションの向上のため、ごみ量管理目標を補完する“わかりやすい”成果指標を設定

 「燃やせるごみ」の約４割（11万ｔ/25万ｔ）を生ごみが占める状況であることから、「家庭から出る生ごみの減量目標」を設定

 達成済の「廃棄ごみ量（全体）」「焼却ごみ量」「埋立処分量」について、新たに実施する施策の効果等を踏まえ、目標値を上方修正

 重点施策及び推進施策の体系の大枠は踏襲

 具体的施策の見直し

 基本方針（市の取組の策定に当たっては、「環境・経済・社会」の視点を考慮）は、そのまま踏襲

 現計画の５つの目標の項目は踏襲

Ⅲ　ごみ減量・資源化の促進に向けた具体的な取組Ⅲ　ごみ減量・資源化の促進に向けた具体的な取組Ⅲ　ごみ減量・資源化の促進に向けた具体的な取組Ⅲ　ごみ減量・資源化の促進に向けた具体的な取組

テーマ 取組の内容

●経済的なインセンティブを付与する取組（事業者との連携によるポイント制度等の検討）

●事業者等に期待する自主的な取組（量り売り・ばら売り、分別しやすい容器包装の開発）

●ごみ減量実践行動へのモチベーションを高めるＰＲ

●テーマを絞ったピンポイントなＰＲ

●ターゲットを絞ったピンポイントなＰＲ

よ

り

積

考慮すべき視点

 ごみ減量行動実践者のモチベーションを向上させる

 ためのインセンティブを意識した取組

発生・排出抑制の

Ⅳ　改定計画の策定において留意すべき視点Ⅳ　改定計画の策定において留意すべき視点Ⅳ　改定計画の策定において留意すべき視点Ⅳ　改定計画の策定において留意すべき視点

●清掃事業の効率化 ●市民サービスの更なる向上 ●民間のインフラを活用した一般廃棄物の処理

　・収集業務や廃棄物処理施設の運営体制の見直し 　・ごみステーションを管理しやすい環境づくりやさわやか収集の拡大 　・焼却灰リサイクルの推進

●一般廃棄物の広域処理の検討 ●大規模災害対策 ●高効率発電など廃棄物のエネルギー利用の促進

　・近隣市町村からの焼却ごみの受入や近隣市町村への処理委託の検討 　・災害時のごみ（がれき）受入体制の構築 　・清掃工場のエネルギー供給施設としての更なる機能強化

●排出ルールの周知・徹底（「チラシ・パンフレット類」「容プラ」の適正排出キャンペーン）

●ライフスタイルに応じた回収拠点の拡充

●資源回収に関する情報提供の充実

●食材の適正な管理（正しい賞味期限の認識や上手な食材管理法の普及啓発）

●生ごみをより減らす工夫（エコクッキング、水切りキャンペーン、堆肥化の促進）

●その他（食品業界における食品ロス削減に向けた検討）

●生ごみ堆肥化機材購入助成の見直し

●地域グループの自主的な資源化活動に対する支援

 事業者とのパートナーシップの構築 ●多様な資源化手法の導入可能性の検討（生ごみ資源化システム実証実験）

●入口の対策（「余計となるものは買わない」「不要となるものは持ち帰らない」）

●インセンティブを働かせた生ごみ堆肥の回収

●ターゲットを絞ったピンポイントなＰＲ

積

極
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な
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及

啓

発

の

展

開

●若年層に対する環境教育の充実

●既存の情報発信ツールの有効活用

●事業者と連携した普及啓発

●ごみ減量実践行動へのモチベーショ

　 ンを高めるＰＲ

促進に向けた取組

 「チラシ・パンフレット類」「容プラ」の適正排出の誘導

 に向けた取組

 市民・地域グループが行う自主的な

 資源化活動（成果）を支援する取組

 生ごみは資源で

 あるという意識

生ごみ減量・資源化

の促進に向けた取組

 未開封品等の食品ロスを出さない

 生活スタイルの定着に向けた取組

取組

促進


